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 本年当協会は創立 64周年を迎え鈴木会長のご指導

のもとに、公益社団法人として活発に活動いたして

おります。 

年初より国内外で様々な問題がおき、米国 トラン

プ大統領の御就任と来日、韓国、中国等アジア各国歴

訪、対北朝鮮に対する様々の動き等がありました。 

訪日外国人は 10月中旬の発表によりますと 9月末

で 2120万人、11 月 4日には昨年の 2400 万人を超え

たようで、観光業界は活況を呈しております。訪日客

の増大と経済効果を期待し 2020年のオリンピック・

パラリンピックを控えＣＳＶの旗印のもと心をひと

つに進みたいと思います。本年度総会はホテルグラ

ンドパレス 3F 松の間、白樺の間で開催され、御来賓

の観光庁参事官の黒須 卓様のご挨拶を賜り、会長、

副会長の昨年度の報告、今年度の計画等が報告され

議事はすべて承認され、セミナーは(株)小西美術工

芸社、会長兼社長デービッド・アトキンソン氏のテー

マ「ここがダメだよ、日本の観光〜日本われぼめ症候

群」で熱意のこもるお話で日本の観光の問題点、これ

からの観光のありかた等に話が及び感銘を受け 230

名余の参加者があり交流親睦を深めました。 

広報委員会は黎明 318 号から紅葉 321 号まで 4 回

発行され、協会広報活動の中枢として 内外に発信、

活動を周知いたしました。 

なお 11月初め現在の会員数は正会員 239名社賛助

会員 42名社推薦会員 3名社 284名社であります。 

創造委員会では従来の合同会議を含めた会長直轄

の委員会として会の重要事項を協議いたしました。 

各委員会、分科会、交流部会(建築、設備、インテ

リア)各部会において講演会、見学会、調査会等、外

部の会との共同開催も含め催しを行ない会員相互の

交流親睦を深めて市民の方々へのアピールに努めま

した。 

ホテレス実行委員会では第 46回国際ホテルレスト

ラン・ショーにむけて、別掲のように様々な企画を立

て実施の予定です。全会員参加で総力をあげて  

内外に当協会の存在をアピールしたいと考えており

ます。 

総務委員会は協会活動の中枢として各会の活動を

サポートし下期の各行事をスムースに運営し、公益

法人としての 6年目を定着させるよう努めます。 

また会員相互の親睦と情報交流が活発にはかられ

ビジネスチャンスが生かされ「三方良し」の精神が達

成されますよう「目くばり、気くばり、心くばり」を

もって努力いたします。 

会員の皆さまを始め関係各位のご支援ご協力を 

何卒よろしくお願い申し上げます。 

10 月 3 日三菱地所設計 10 階の特別ルームにて  

ＣＳＶの中間報告会が開催され 100 名社の方々が出

席され各会の活動報告がなされました。

ＨＯＴＥＲＥＳ ＪＡＰＡＮ ２０１８ 
                               ホテレス実行委員長 浅野一行 
 第 46回 2018国際ホテル・レストラン・ショーは、平成 30年 2月 20日（火）～23日（金）、例年通り東京

ビッグサイトにおいて開催されます。協会ＣＳＶ活動における年間集大成として、昨年より会員の皆様にはホ

テレスショーへの全員参加をお願いしております。参加形態は、メイン参加、パネル参加、ＣＳＶ社名参加の

3 通り。申込み期日は過ぎておりますので、既にお申込み頂いているかと思いますが、お忘れの方がいらっし

ゃいましたら、是非、メイン参加やパネル参加にて、御社の技術・ノウハウを協会活動の一環として社会にＰ

Ｒして頂くか、もし叶わぬ場合はＣＳＶ社名参加にお申込みいただきます様お願いいたします。 

さて、今年度も継続テーマ「日本のこころ」のもと、①旅するこころ、②木づかいのこころ、③匠のこころ、

④エコ・小のこころに⑤交流部会と⑥耐震研究会を加えた 6 チームが、展示と

セミナーを行い、好評のホスピタリティデザインセミナーでは、注目ホテル・

旅館の最新事例紹介を中心に、業界のホットな話題に迫ります。さらに、今回

は新しい試みとして、2日目の 21日（水）に交流の場「サロン」を開催するこ

とになりました。お酒と簡単なおつまみも用意いたしますので、お誘い合わせ

のうえご参加ください。 
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水上クルーズセミナー 第 2 弾 報告 
昨年夏の第 1 回水上セミナーは羽田沖から浅草に

至る東京湾の幹線を辿ったが、2回目は日本橋川を遡

上して飯田橋で折り返して神田川を通り、湾岸の新旧

埋立地を抜ける長いクルーズでした。 

時折り頭をかがめて橋の下をくぐりながら前回以

上に河岸を間近に楽しむ経験をしました。入り組んだ

水路を巡ってみると川岸の表情は実にバラエティに

富み、人で賑わう場に変えるのは難しくても、緑化す

れば街の景観が明らかに変わるだろうと思う岸辺も

多々ありました。 

地上からは点でしか見えない岸辺の風景を線で見

る貴重な体験でした。 

セミナー太田フェンシング協会会長 

セミナー 報告 
11 月 8 日に淡路町ワテラスコモンにて「フェンシ

ング協会太田会長が語る」と題してフェンシングの

想いを語っていただきました。 

東京招致の感動は記憶に大きく刻まれ、スピーチ

の仕方、感動の与え方、ロビー活動の裏話や世界の頂

点に立った人でないと感じ取れないお話が盛りだく

さんでした。 

フェンシング会場を満席にしたいという想いを最

後に語られ参加者はオリンピックの成功とフェンシ

ング協会の発展に盛大な拍手を送っておりました。 

 

賀詞交歓会 お知らせ 

新年を寿ぎ会員相互の交流を深めましょう。 

 日時：平成３０年１月１１日（木） 

    １１時～１２時３０分 

  

場所：ホテルメトロポリタン エドモント 1F 

      「クリスタルホール」 

 千代田区飯田橋 3-10-8 TEL03-3237-1111(代) 

 交通：JR・地下鉄「飯田橋駅」より徒歩５分 

  

※会費は無料です。開催時間にご注意ください。 

 

賀詞交歓会終了後、前会長の中山庚一郎（相談

役名誉会長）氏が世界各地を旅した際のスケッ

チ＆紀行文をまとめ自費出版されたものをご本

人より披露いただきます。 

お時間の許される方、ご関心のお有りの方は 

お残りくださいますようご案内いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局の年末年始の予定 
仕事納め：平成２９年１２月２８日（木） 

仕事始め：平成３０年 １月 ５日（金） 

 

 

☆ 新入会員紹介 ☆（入会順） 

[ﾒｰｶｰ]株式会社グリーンリビング 
(代表者)代表取締役社長 

     佐藤 泰也 

〒110-0015東京都台東区東上野 4-20-1  

ＴＣＣビル 4階 

     TEL 03-5830-7738 FAX 03-5827-2605 

営業内容:イベント企画制作 展示会ブース施工・主催 

[賛助会員] 株式会社べルーフ           
(代表者)代表取締役社長 (担当者)人材開発事業部  

     香月 広   海外事業部 課長 中尾 浩規 

〒147-0022東京都品川区東五反田 5-24-10 

             テラサキ第 3 ビル 2F 

     TEL 03-5421-2100 FAX 03-5421-2160 
営業内容: 商業施設、流通サービス、店舗内装業界に関 

わる人材の紹介/派遣 

第 109 回ゴルフ会結果報告と次回予告 
秋のゴルフ会が 11月 9日（木）に「高坂カントリ

ークラブ 米山コース」にて開催されました。 

当日は強風のなか、6 組で競技が行われましたが 

皆さん強風と難しいグリーンに苦戦しながらも、大

激戦を制したのは、大塚家具の荒巻様でした。 

参加企業の皆様からの協賛のお陰で、表彰パーテ

ィも大変盛り上がり、楽しい親睦の場となりました。 

次回も同じゴルフ場にて計画する予定です。多数

の参加をお待ちしています。 

♥編集後記♥ 
今年もあと一月余りで閉じようとしています。 

今年もＣＳＶ活動の理念のもと、目的の公益活動

が活発に行われ、その功績が高く評価され認められ

て実りある充実した年になったことと思います。 

公益法人の事業は、公益法人の認定に関する法律

により、目的とする公益事業の種類とその内容につ

いて明確な制約を受けているため、事業自体の拡大

や拡充を図ることは出来ませんが、目的の活動をよ

り活性化させますことは業界に対して大いに貢献す

ることとなり、大いに期待されることになると思い

ます。 

明年も更なる高みを目指して実りある年になりま

すよう、全員参加で協力してまいりたいと思います。  
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